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安
倍
内
閣
は
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
認

め
る
た
め
に
憲
法
解

釈
を
変
更
す
る
閣
議

決
定
を
行
っ
た
。日
本

が
武
力
を
使
う
条
件

と
な
る「
新
三
要
件
」

を
満
た
せ
ば
個
別
的
、

集
団
的
自
衛
権
と
集
団
安
全
保

障
の
三
種
類
の
武
力
行
使
が
憲

法
上
可
能
と
し
た
も
の
だ
。そ
の

是
非
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が

あ
り
、今
後
議
論
が
な
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
世

論
調
査
の
一つ
で
目
に
し
た
の
が
一

番
多
い
意
見
が「
賛
成
」で
も「
反

対
」で
も
な
く
「
わ
か
ら
な
い
」で

あ
っ
た
。
不
勉
強
な
が
ら
ま
さ
に

そ
の
通
り
と
同
意
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、そ
の
他
政
府
が
推
し
進
め

る
改
革
で
我
々
に
最
も
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る「
患
者
申
出
療
養
」

に
つ
い
て
も
、従
来
の
保
険
外
併

用
療
養
制
度
の
範
疇
に
入
る
内

容
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
一
般

的
に
混
合
診
療
の
解
禁
、も
し
く

は
大
幅
な
拡
大
と
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。そ
し
て
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、「
わ
か
ら

な
い
」
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
政
府
に
は
国
民
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
責
任
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、特
に
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
歯
科
業
界
に
携
わ

る
者
と
し
て
自
分
自
身
で
も「
わ

か
ら
な
い
」で
済
ま
さ
ず
、ち
ゃ
ん

と
知
る
努
力
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
。（
K
）

パノラマ

2014年8月号

二
〇
一
四
年
度

　
　
　

第
一
回
総
会

H26.6.30

□HP

　

六
月
三
〇
日
（
月
）
午
後
七

時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
一
般
社
団
法
人
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
二
〇
一
四

年
度
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

高
麗
誠
紀
会
長
が
仮
議
長
を

務
め
開
会
宣
言
を
行
っ
た
。
次

に
点
呼
が
行
わ
れ
、
現
在
の
会

員
数
一
八
七
名
、
定
款
一
八
条

に
よ
る
総
会
定
足
数
九
四
名
、

本
日
の
出
席
者
三
四
名
、
書
面

表
決
者
五
八
名
、
委
任
状
提
出

者
二
十
一
名
、
合
計
百
十
三
名

で
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
長
、
副
議
長
選
出
は
高
麗

仮
議
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
石

崎
好
洋
議
長
、
戎
文
彦
副
議
長

が
選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人

に
七
班
天
羽
隆
先
生
、
十
一
班

東
郷
達
夫
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

続
い
て
高
麗
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、
「
当
総
会
は
一
般
社
団

法
人
と
し
て
第
一
回
の
総
会
と

な
り
ま
す
。
法
人
移
行
で
は
先

生
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
戴
し
、
公
益
目
的
支
出
計

画
期
間
を
可
能
な
限
り
短
縮
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
そ
の

期
間
が
短
く
な
る
よ
う
日
々
努

力
す
る
所
存
で
す
。
先
生
方
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

報
告
事
項

①
一
般
社
団
法
人
移
行
の
経
緯

報
告

・
四
月
一
日
移
行
登
記
を
し
一

般
社
団
法
人
に
な
っ
た
事

・
会
長
（
代
表
理
事
）
は
、
定

款
の
附
則
に
よ
り
選
任
さ
れ

た
事

・
他
の
理
事
は
、
法
律
の
規
定

に
よ
り
、
従
来
の
理
事
が
そ

の
ま
ま
留
任
し
、
任
期
は
来

年
の
定
時
総
会
ま
で
で
あ
る

事
②
平
成
二
五
年
度
社
団
法
人
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
会
務
報

告
が
佐
々
木
裕
専
務
理
事
よ

り
な
さ
れ
た
。

③
代
議
員
会
報
告
が
天
羽
隆
代

議
員
よ
り
な
さ
れ
た
。

④
新
入
会
員
（
一
班
大
月
基
弘

先
生
、
六
班
玉
置
彩
先
生
、

八
班
吉
見
二
朗
先
生
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
本
日
出
席
さ
れ

た
大
月
先
生
・
吉
見
先
生
よ

り
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

⑤
班
再
編
成
の
説
明
が
あ
り
班

長
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
平
成
二
五
年

度
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯
科
医

師
会
収
支
決
算
報
告
（
収
支
決

算
報
告
・
貸
借
対
照
表
・
正
味

財
産
増
減
計
算
書
）
が
三
輪
佳

子
常
務
理
事
、
佐
々
木
専
務
理

事
よ
り
説
明
さ
れ
、
大
浦
寿
哉

監
事
に
よ
る
監
査
報
告
の
後
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
木
下
秀
人
副
会
長
の

閉
会
の
こ
と
ば
、
石
崎
議
長
に

よ
る
閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
と

な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
大
阪
府
歯
科

医
師
国
保
組
合
北
区
北
支
部
総

会
が
開
か
れ
、
阪
本
光
伸
支
部

長
よ
り
会
務
報
告
・
会
計
報
告

が
行
わ
れ
た
後
、
大
阪
府
歯
科

医
師
連
盟
北
区
北
支
部
総
会
が

開
か
れ
、
戎
文
彦
支
部
長
よ
り

会
務
報
告
・
会
計
報
告
が
行
わ

れ
た
。
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学
術
部
主
催

「
3
Ｍ
ダ
イ
レ
ク
ト
ク
ラ
ウ
ン
」

　
　
　
　

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

七
月
三
日
（
木
）
大
阪
東
急

イ
ン
二
階
に
お
い
て
、
学
術
部

主
催
の
「
３
Ｍ
ダ
イ
レ
ク
ト
ク

ラ
ウ
ン
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
実

習
コ
ー
ス
と
い
う
初
の
試
み
で

あ
り
、
話
題
性
の
高
い
製
品
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
定
員
二

五
名
は
、
募
集
翌
日
に
は
満
員

御
礼
と
な
っ
た
。

【
製
品
紹
介
】

　

ダ
イ
レ
ク
ト
ク
ラ
ウ
ン
と
は
、

3M
 ESPE

社
が
提
供
す
る
、
直

接
法
対
応
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ク

ラ
ウ
ン
で
あ
り
、
即
日
修
復
を

可
能
に
し
た
画
期
的
な
製
品
で

あ
る
。
本
製
品
開
発
の
背
景
は
、

保
険
治
療
と
自
費
治
療
の
間
を

埋
め
る
製
品
を
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
現

在
の
保
険
治
療
で
は
、
臼
歯
部

歯
冠
補
綴
は
基
本
的
に
金
属
冠

と
な
る
た
め
、
審
美
性
に
大
き

な
問
題
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
等
の
白
い
修
復
物

は
基
本
的
に
保
険
適
用
外
で
あ

り
、
高
額
な
治
療
費
が
問
題
と

な
る
。
本
製
品
は
、
自
費
治
療

で
は
あ
る
が
、
製
品
価
格
が
安

く
（
一
歯
あ
た
り
三
千
五
百
円
）、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
よ
う
な
設

備
投
資
の
必
要
が
な
く
、
術
者

が
即
日
に
完
成
で
き
る
た
め
、

短
時
間
で
白
く
美
し
い
歯
を
比

較
的
安
価
で
患
者
に
提
供
で
き

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
ナ
ノ
フ
ィ
ラ
ー
を
配
合

す
る
こ
と
で
大
幅
に
物
性
（
強

度
や
研
磨
性
）
を
向
上
さ
せ
た

う
え
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
未
硬
化
な
の
に
ク
ラ
ウ
ン
形

状
を
維
持
で
き
る
性
質
）
を
応

用
し
て
お
り
、
直
接
法
で
用
い

て
も
、
優
れ
た
賦
形
性
を
有
し

て
い
る
。
な
お
、
本
製
品
は
本

年
四
月
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

が
保
険
制
度
に
導
入
さ
れ
る
以

前
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
追
記
し
て
お
く
。

【
ハ
ン
ズ
オ
ン
】

　

ハ
ン
ズ
オ
ン
で
は
、
直
接
法

お
よ
び
直
接
間
接
法
の
二
種
類

を
行
っ
た
。
直
接
法
は
文
字
通

り
、
患
者
の
口
腔
内
で
直
接
作

業
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
直
接

間
接
法
と
は
、
支
台
歯
形
成
終

了
後
、
通
法
に
従
い
印
象
採
得

を
行
っ
た
の
ち
、
ク
イ
ッ
ク
ダ

イ
（
モ
リ
ム
ラ
社
）
で
作
業
用

模
型
を
製
作
し
、
そ
の
上
で
作

業
す
る
も
の
で
あ
る
。
ク
イ
ッ

ク
ダ
イ
は
、
一
見
す
る
と
石
膏

模
型
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
約

二
分
で
硬
化
す
る
シ
リ
コ
ー
ン

系
材
料
で
あ
り
、
チ
ェ
ア
サ
イ

ド
で
即
座
に
修
復
物
を
製
作
す

る
本
製
品
に
は
、
最
適
な
材
料

で
あ
る
と
い
え
る
。
ち
な
み
に

通
常
の
間
接
法
に
用
い
ら
れ
る

石
膏
は
、
製
品
と
の
相
性
か
ら

推
奨
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

【
臨
床
上
の
注
意
点
】

　

臨
床
上
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、ア

ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
の
処
理
方
法
、コ

ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン
ト
の
調
整
方
法
、

マ
ー
ジ
ン
の
調
整
方
法
、支
台
歯

形
成
法
な
ど
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
が
、
本
製
品
は
、
完
成
度
が

術
者
の
技
量
に
大
き
く
依
存

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
隣

接
面
部
の
ト
リ
ミ
ン
グ
お
よ
び

リ
マ
ー
ジ
ン
グ
は
、特
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。

　

な
お
本
製
品
は
、
専
用
の
オ

ー
ダ
ー
シ
ー
ト
を
用
い
て
発
注

す
る
の
で
あ
る
が
、
セ
ミ
ナ
ー

お
よ
び
ハ
ン
ズ
オ
ン
受
講
者
の

み
が
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
疑
応
答
】

①
シ
ェ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
Ａ

２
お
よ
び
Ａ
３
の
み
の
販
売
で

あ
る
。

②
前
歯
や
イ
ン
レ
ー
に
つ
い
て

は
、
販
売
の
予
定
な
し
。

③
補
綴
物
内
面
の
空
間
に
つ
い

て
は
、
セ
メ
ン
ト
で
埋
め
て
し

ま
う
と
い
う
考
え
方
。

④
強
度
に
つ
い
て
は
、従
来
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
と
同
等
と

考
え
て
良
い
の
で
、
特
別
に
強

度
が
強
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

症
例
の
選
択
は
必
要
で
あ
る
。

⑤
ス
テ
イ
ン
は
可
能
で
あ
る
が
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
い
う

と
、で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
工

程
が
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⑥
常
温
保
存
が
可
能
で
あ
る
が
、

個
包
装
に
明
記
さ
れ
て
い
る
約

二
年
の
使
用
期
間
を
守
る
こ
と
。

【
ま
と
め
】

　

今
回
、
高
麗
会
長
発
案
で
の

ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の

先
生
方
か
ら
の
満
足
度
は
高
く
、

明
日
か
ら
の
臨
床
で
取
り
入
れ

て
み
た
い
と
い
う
声
も
多
く
聞

か
れ
た
。
手
技
の
習
熟
度
に
よ

り
、
完
成
し
た
ク
ラ
ウ
ン
に
相

当
な
差
が
で
き
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
が
、
材
料
特
性
を

理
解
し
た
う
え
で
、
研
鑽
を
重

ね
る
こ
と
で
、
患
者
・
術
者
と

も
に
得
ら
れ
る
恩
恵
は
大
き
い

製
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
学
術
部
・
奥
野
幾
久
記
）
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五
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時

三
〇
分
よ
り
北
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
「
第
六
三
回
全
大

阪
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
北

区
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
昨
年
度
の
三
歳
児
健

診
を
受
け
ら
れ
た
七
〇
〇
名
の

中
か
ら
親
子
で
健
康
的
な
口
腔

内
が
保
た
れ
て
い
る
と
健
診
時

に
判
断
さ
れ
た
五
組
の
親
子
に

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
硬
組
織
・
歯
肉
・
咬
合
・

清
掃
状
態
な
ど
の
厳
正
な
審
査

の
上
、
最
優
良
一
組
、
優
良
二

組
の
親
子
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
彰
式
へ
と
移
り
、

澤
田
好
伴
保
健
セ
ン
タ
ー
医
務

主
幹
に
よ
る
表
彰
状
授
与
、
最

後
に
高
麗
会
長
の
総
評
に
て
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
良
の
親
子
に
は

北
区
代
表
と
し
て
、
全
大
阪
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
中
央
審
査

会
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
樋
口
春
彦
記
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

□HP

H26.5.8

□HP

H26.7.19

　

五
月
一
六
日（
金
）午
後
七
時

三
〇
分
よ
り
大
阪
東
急
イ
ン
に

て
、五
七
名
の
参
加
者
で
医
療

保
険
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
医
療
保
険
改
定
直
後

の
医
療
保
険
講
習
会
で
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
大
阪
府
歯
科
医

師
会
か
ら
医
療
保
険
担
当
常
務

理
事
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
林
正
純

先
生
を
お
迎
え
し
て
講
習
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
講
習
会
は
高

麗
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
林
先
生
の
講
習
は
、
明
快

で
し
か
も
熱
が
入
っ
て
お
り
、

今
回
の
改
定
部
分
も
非
常
に
理

解
し
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
事
前
質
問
に
つ
い

て
も
、
そ
の
講
演
の
中
に
上
手

く
取
り
入
れ
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
、
全
く
ス
ム
ー
ズ
で
、
理

解
度
の
高
い
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
木
下
副
会
長
か
ら
お

礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
講
習
会
は

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
岡
田
修
二
記
） □HP
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医
療
保
険
講
習
会

班
再
編
成
表

【
1
班（
旧
1
班
）】

　

班
長
・
吉
川
貴
志

【
2
班（
旧
2
・
3
班
）】

　

班
長
・
川
里
邦
夫

【
3
班（
旧
4
・
7
班
）】

　

班
長
・
吉　

恵
忠

【
4
班（
旧
5
班
）】

　

班
長
・
市
耒
正
博

【
5
班（
旧
6
・
8
班
）】

　

班
長
・
西
田
昌
弘

【
6
班（
旧
9
班
）】

　

班
長
・
中
川
浩
一

【
7
班（
旧
10
・
11
班
）】

　

班
長
・
山
田
雅
也

【
8
班（
旧
12
班
）】

　

班
長
・
佐
藤
修
一
郎

【
9
班（
旧
13
・
14
班
）】

　

班
長
・
槇
田
武
史

【
10
班（
旧
15
班
）】

　

班
長
・
今
中
俊
三

【
11
班（
旧
16
班
）】

　

班
長
・
洪
里
周
作

　

七
月
一
九
日
（
土
）
、
ホ
テ

ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
お
い
て
、
大
阪
市
北
部
隣
接

七
地
区
代
表
者
懇
談
会
が
、
大

淀
地
区
の
主
管
で
開
催
さ
れ
た
。

七
地
区
の
会
長
、
代
表
者
約
二

〇
名
が
集
ま
り
、
秋
に
開
催
予

定
の
「
府
歯
・
大
阪
市
北
部
隣

接
七
地
区
役
員
懇
談
会
」
の
協

議
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
七
地

区
の
現
在
抱
え
て
い
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、
質
問
や
意
見
の
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

府
歯
と
の
協
議
題
に
つ
い
て

は
、
①
新
た
な
財
政
支
援
制
度

九
〇
四
億
円
に
基
づ
く
事
業
に

つ
い
て
、
②
院
内
感
染
予
防
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

③
歯
科
医
師
国
保
の
財
政
を
含

む
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

④
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
統

一
地
方
選
挙
に
対
す
る
歯
科
医

師
連
盟
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

な
ど
の
中
か
ら
、
四
議
題
程
度

を
上
げ
る
こ
と
で
調
整
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

各
地
区
が
抱
え
る
問
題
に
つ

い
て
は
、一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

関
連
、新
規
開
業
者
の
動
向
と

未
入
会
者
対
策
、補
助
金
カ
ッ
ト

に
伴
う
法
人
の
財
政
難
な
ど
に

つ
い
て
、活
発
に
協
議
さ
れ
た
。

　

会
議
に
続
い
て
懇
親
会
が
催
さ

れ
た
が
、主
に
協
議
題
に
関
す
る

話
題
で
各
地
区
の
事
情
を
踏
ま

え
て
の
更
な
る
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。今
回
で
二
四
回
を
迎
え
る

懇
談
会
で
あ
る
が
、出
席
者
の
顔

ぶ
れ
も
相
当
に
若
返
っ
た
印
象
で

あ
る
。
高
麗
会
長
が
、年
長
か
ら

二
番
目
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。
新

し
い
地
区
代
表
も
、い
ろ
い
ろ
と
ご

苦
労
が
あ
る
様
子
で
あ
り
、お
互

い
に
、ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
合
う
光

景
が
多
く
見
ら
れ
た
。常
に
歯
科

医
師
会
も
新
し
く
な
っ
て
い
く
上

で
、た
い
へ
ん
貴
重
で
有
意
義
な
懇

談
会
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
専
務
理
事
佐
々
木
裕
記
）

大
阪
市
北
部
隣
接

　

七
地
区
代
表
者
懇
談
会
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五
月
二
四
日
（
土
）
午
後
一

時
よ
り
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
二
五
階
の
「
竹
茂

楼
」
に
て
み
お
つ
く
し
の
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら

新
た
に
長
谷
川
泰
彦
先
生
、
高

垣
健
太
郎
先
生
と
東
郷
達
夫
先

生
が
み
お
つ
く
し
の
会
に
加
わ

り
、
計
九
名
の
先
生
方
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
麗
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

大
塚
禮
三
先
生
の
乾
杯
の
音
頭

で
み
お
つ
く
し
の
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
佐
々
木
専
務
理
事
に

よ
る
会
務
報
告
後
、
毎
年
恒
例

の
ご
参
加
さ
れ
た
先
生
方
の
近

況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
貴
重
で
た
め
に
な

る
お
話
を
い
た
だ
き
、
も
て
な

す
側
の
我
々
と
し
て
も
非
常
に

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

野
口
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨

拶
で
、
み
お
つ
く
し
の
会
は
終

了
致
し
ま
し
た
。
ご
出
席
の
先

生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
お
元
気

で
出
席
し
て
戴
く
こ
と
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、今
年
九
月
で
八
〇
歳
を

迎
え
ら
れ
る
人
見
楠
熊
先
生
に
は
、

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
記
念
品
を

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
参
加
者　

敬
称
略
）

大
塚
禮
三
、
猪
木
一
成
、
坂
口

喜
史
夫
、
西
川
享
、
加
納
晴
彦
、

黒
川
森
夫
、
長
谷
川
泰
彦
、
高

垣
健
太
郎
、
東
郷
達
夫

（
執
行
部
出
務
者
）
高
麗
会
長
、

野
口
副
会
長
、
木
下
副
会
長
、

佐
々
木
専
務
理
事
、
土
岐
理
事

□HP
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み
お
つ
く
し
の
会

　

私
、こ
の
た
び
六
月
三
〇
日
を

も
っ
て
、大
阪
北
区
歯
科
医
師
会

事
務
職
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

在
職
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
五
八
年
に
当
時
の
戎
会

長
か
ら
後
任
が
見
つ
か
る
ま
で
の

間
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま

れ
た
と
こ
ろ
、戎
会
長
が
急
逝
さ

れ
、後
を
引
き
継
が
れ
た
井
上

会
長
、黒
川
会
長
、高
麗
会
長
と

い
つ
の
間
に
か
、三
〇
余
年
の
月

日
が
過
ぎ
ま
し
た
。そ
の
間
、大

過
な
く
勤
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
も
先
生
方
の
お
力
添
え

に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、新
年

互
礼
会
、ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等

楽
し
い
行
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

人
生
の
一
番
い
い
時
期
を
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
頂
き
感
慨
無
量
で

ご
ざ
い
ま
す
。
後
任
の
実
川
麻

里
さ
ん
は
、よ
く
気
の
付
く
い
つ

も
笑
顔
の
か
わ
い
い
方
で
、仕
事

も
手
際
良
く
、こ
れ
か
ら
事
務

所
の
顔
に
な
り
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
事
務
所
に
も
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、先

生
方
の
ご
健
勝
、ご
多
幸
と
貴
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お

祈
り
致
し
ま
し
て
御
礼
の
こ
と

ば
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

退
職
の
御
挨
拶

事
務
職
・
石
田
純
子

　

本
格
的
に
木
版
画
に
取
り
組

ん
で
四
〇
年
、
と
あ
る
こ
と
が

発
端
で
昨
年
か
ら
二
〇
号
の
大

作
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

第
一
作
は
山
形
県
東
根
の
大

ケ
ヤ
キ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
大

樹
」
は
昨
年
、
大
阪
府
歯
科
医

師
会
に
寄
贈
、
第
二
作
の
大
阪

城
の
桜
を
描
い
た
「
桜
花
爛
漫
」

は
地
元
北
区
歯
科
医
師
会
に
寄

贈
し
た
。

　

特
に
第
二
作
は
新
法
人
移
行

後
も
会
の
益
々
の
発
展
を
期
待

し
て
の
寄
贈
と
し
た
い
。

（
七
班
・
黒
川
森
夫
）

黒
川
森
夫
先
生
よ
り

木
版
画
の
寄
贈
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